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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン。
【請求項２】
　（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン及び一以上の他の匂い物質又は芳香剤を含
む匂い物質又は芳香剤混合物。
【請求項３】
　（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン及び（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１
－オンを含む、請求項２に記載の匂い物質又は芳香剤混合物。
【請求項４】
　（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンに対する（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン
－１－オンの質量割合が、６：１から１：２の範囲である、請求項３に記載の匂い物質又
は芳香剤混合物。
【請求項５】
　（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、
　（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、
　（Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オン、及び
　（Ｅ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンを含む、請求項３又は４に記載の匂い物質
若しくは芳香剤混合物。
【請求項６】
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　（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンに対する（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキ
サデセン－１－オンの質量割合が、１０：１から１：１０の範囲である、請求項５に記載
の匂い物質又は芳香剤混合物。
【請求項７】
　ジャコウ匂い物質若しくは芳香剤として又はジャコウ匂い物質若しくは芳香剤混合物と
しての、請求項２から６のいずれか１項に記載する（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１
－オン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質若しくは芳香剤混
合物の使用。
【請求項８】
　請求項２から６のいずれか１項に記載する（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン
又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質若しくは芳香剤混合物の
感覚活性量を製品に接触させ又は混合する、ジャコウの匂いを放出、強化又は変調する方
法。
【請求項９】
　請求項２から６のいずれか１項に記載する（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン
又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質若しくは芳香剤混合物を
含む芳香を発する製品。
【請求項１０】
　該製品が洗剤、トイレタリー用品又はケア調合物である、請求項９に記載の芳香を発す
る製品。
【請求項１１】
　請求項２から６のいずれか１項に記載する（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン
又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質若しくは芳香剤混合物の
、固定剤としての使用。
【請求項１２】
　請求項２から６のいずれか１項に記載する（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン
又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質又は芳香剤混合物の、匂
い物質又は匂い物質組成物の匂い強度を増加する手段としての使用。
【請求項１３】
以下の処理を有する（Ｅ／Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンの調製方法：
－　１，８－シクロヘキサデカンジオンの対応するヒドロキシケトンへの部分的な還元、
及び
－　該ヒドロキシケトンの（Ｅ／Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンへの脱水。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は主として、新規化合物（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、（Ｅ，Ｚ
）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質及び芳香剤混合物、匂い物質又は
芳香剤（混合物）としてのこれらの使用、これらで賦香した製品、さらに７－シクロヘキ
サデセン－１－オンの調製方法に関する。
【０００２】
　香料工業においてジャコウの臭い物質に対する一般的な要求が存在しており、それは消
費者が利用できるジャコウの香りを持つ、新規かつ現代的なフレグランスを製造する継続
した要求のためである。ジャコウの匂いを有する匂い物質は、広い種類の用途に対する香
料、匂い物質混合物（香料組成物）及びフレグランスにおいて、大量にかつ無数に変化さ
せて使用されている。新規で現代的なフレグランスノートに対する消費者の要望が増加し
ているため、香料において新規の効果を得ることができる匂い物質及びそれにより生じる
新たなファッションの傾向に対する香料工業における継続した要求が存在する。ジャコウ
の匂いを有する化合物は、フレグランス工業において常に重要であり、かつ非常に需要の
多い成分である。
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　そのため、ジャコウ匂い物質は、今日において多数の香料組成物で使用されている。
　典型的な大環状のジャコウ匂い物質は、１３から１７炭素原子を有しかつケトン又はエ
ステルを官能基として有する環により特徴づけられる。典型的なジャコウ匂い物質は、例
えばシベトン、ムスコン、シクロペンタデカノリド、エチレンブラシレート及びシクロペ
ンタデカノンである。これらジャコウ材料について言及する場合、調香師は一般的に“大
きいジャコウの匂い”（“ｍａｃｒｏｍｕｓｋ ｏｄｏｕｒ”）について言い、これら個
々の化合物のいくつかは、その個々のノート及びアスペクトにおいて、互いに著しく異な
る。
【０００３】
　新規で現代的な組成物の創作に関して、複雑なジャコウの特性を有する新規で現代的な
香料組成物のベースとして適切な、特別な匂いの特性を有するジャコウ匂い物質に対して
一定の要求が存在する。典型的なジャコウの匂いに加えて、望ましいジャコウ匂い物質は
、該物質に嗅覚特性及び複雑さを与える他のノート及びアスペクトも有しなければならな
い。
　本発明が導く適切なジャコウ匂い物質の探索は、以下の要因により、より困難であった
：
－　嗅覚の機構が充分によく理解されていない；
－　一方において特定の嗅覚と、他方において対応する匂い物質の化学的構造との間の関
係が充分に研究されてきていない；
－　公知の匂い物質の構造を小さく変更することでさえ、しばしばその感覚特性を明白に
変更し、かつ人体によるその許容度に悪影響を及ぼす。
　そのため、適切なジャコウ匂い物質の探索の成功は、探索者の直感に高く依存する。
【０００４】
　そのため、特別な匂いのノート及びアスペクトを香料組成物に対して賦与することを可
能とする新たな匂い特性を有する大環状のジャコウ化合物を見出すことが、本発明の目的
である。
　驚くべきことに、この目的が（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンで達成できる
ことが見出された。
【０００５】
　Ｊ．Ａｍ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．，１９５５，７７，５４２３及び米国特許２，７９０，
００５において、“強度のジャコウの匂い”を有する（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセ
ン－１－オンの混合物が、部分的な還元及び引き続く脱水反応により、１，９－シクロヘ
キサデカンジオンから得られている。
　Ｊ．Ｃｈｅｍ．Ｓｏｃ．１９６５，６６７９は、８－シクロヘキサデシン－１－オンの
水素化による純粋な（Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンの合成を記載する。（Ｚ
）－８－シクロヘキサデセン－１－オンは、“やや重いジャコウ”（“ｒａｔｈｅｒ ｈ
ｅａｖｙ ｍｕｓｋ”）として記載されている。
　ＤＥ ２ １１１ ７５３及びＪ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．，１９７２，３７，３８４６は、
大環状化合物及びその調製方法を記載する。これら大環状化合物が、香料において通常は
アニマルノートとみなされる“ジャコウの香り”を有することを、該文献はかなり一般的
に述べている。方法は、モノエポキシ化、還元及び酸化による、１，９－シクロヘキサデ
カジエンからの、（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンの調製に関して記載さ
れている。しかしながら、詳細な匂いの記載は一切与えられていない。
【０００６】
　（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン及び（Ｅ）－８－シクロヘキサデセン－１
－オンの混合物の合成は、Ｔｅｔｒａｈｅｄｒｏｎ，１９６５，２１，１５３７において
記載されている。アリューリット酸（Ａｌｅｕｒｉｔｉｃ Ａｃｉｄ）（９，１０，１６
－トリヒドロキシパルミチン酸）は、イソプロピリデン誘導体として保護され、酸化され
てジカルボン酸となり、臭化水素化及びエステル化される。結果得られたジエステルから
、続く処理における臭素除去の後に、（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン及び（



(4) JP 4688818 B2 2011.5.25

10

20

30

Ｅ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンの混合物が得られる。著者の一般的な意見が、
シクロヘキサデセノン類のジャコウの匂いは、二重結合の位置により影響を受けないと言
うことであったため、彼らは該二つの個々の異性体の単離及び特徴付けに興味を持たなか
った。
　（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンから成る混合物は、今まで、Ａｎｉｍ
ｕｓｋ（登録商標）（Ｆｒａｇｒａｎｃｅ Ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ）の名称の下、限定され
た期間にわたって市販されてきた。
【０００７】
　驚くべきことに、構造（Ｉ）の（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンが（Ｅ）－
７－シクロヘキサデセン－１－オン及び８－シクロヘキサデセン－１－オンの異性体と、
匂いにおいて顕著に異なることが見出された。
【化１】

【０００８】
　（Ｅ，Ｚ）－７－及び／又は（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンの個々の
異性体及び混合物の匂いの説明が、表１において述べられている。

表１
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【表１】

【０００９】
　匂いの評価をされた該混合物は、以下の組成を有していた（ＧＣ分析から得られた値）
：
　構造（ＩＩ）の（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンは、７７．７％の（Ｅ
）－７－シクロヘキサデセン－１－オン及び２１．８％の構造（Ｉ）の（Ｚ）－７－シク
ロヘキサデセン－１－オンを含んでいた。
（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンは、７１．５％の（Ｅ）－８－シクロヘ
キサデセン－１－オン及び２８％の（Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンを含んで
いた。
　（Ｅ，Ｚ）－７及び（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンの混合物は、ＧＣ
分析により、１９．８％の（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、８．４％の構造
（Ｉ）の（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、４０．６％の（Ｅ）－８－シクロ
ヘキサデセン－１－オン及び３０．５％の（Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンを
含むことが示された（以下の例１．２参照）。
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　純粋な異性体である（Ｅ）－８－シクロヘキサデセン－１－オン及び（Ｚ）－８－シク
ロヘキサデセン－１－オンは、分解蒸留（Ｓｐａｌｔｒｏｈｒ ｄｉｓｔｉｌｌａｔｉｏ
ｎ）により、（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンから得られた。
【００１０】
　本明細書に示す広範な感覚の研究は、文献中に表される今まで知られていた７／８－シ
クロヘキサデセノンの感覚的な評価に関する、どちらかと言えば一般的な情報が、充分に
正確でないか又は不正確であることを示した。
　驚くべきことに、今まで知られていなかった（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オ
ンが、（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン及び８－シクロヘキサデセン－１－オ
ンの異性体と、嗅覚の点、特に調香師による需要の多いその価値ある透明なニトロムスク
調の香り、及びその清潔な、純粋なトーン及び強度のジャコウの匂いにおいて非常に顕著
に異なる。
【００１１】
　“透明な”は、本明細書において、甘い、花様のかつ甘いパウダリーなジャコウの匂い
により特徴づけられる、ジャコウアンブレット（２，６－ジニトロ－３－メトキシ－１－
メチル－４－ｔｅｒｔ．－ブチルベンゼン）の典型的なニトロムスクの匂いを意味するも
のと理解される。
　調査された化合物のうち、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンは、最も強く最
も清潔なジャコウの匂いを、特にジャコウアンブレットと同様のニトロムスクの匂いを有
する。
【００１２】
　（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン（ＩＩ）における（Ｚ）－７－シクロ
ヘキサデセン－１－オン（Ｉ）及び（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンの組み合
わせは、個々の異性体よりもより複雑なジャコウの匂いを有し、より詳細には需要の多い
ウッディなアスペクトを共に有する透明なニトロムスクの匂いを有している。（Ｚ）－７
－シクロヘキサデセン－１－オンに対する（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンの
好ましい質量割合は、６：１から１：２、より好ましくは４：１から１：１の範囲である
。
　（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンと、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン
－１－オン（Ｉ）及び（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンとの組み合わせは、結
果としてかなり特別な匂いの効果を奏する。（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－
１－オン混合物における、（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンに対する（Ｅ
，Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンの有利である質量割合は、１０：１から１：
１０、好ましくは５：１から１：５、より好ましくは２：１から１：４の範囲である。
【００１３】
　該（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オン混合物は、純粋なトランス異性
体（Ｅ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オンの混合物と比較して、より顕著な強さ
、複雑さ、透明さ及び優雅さを有し、かつそれにより、新規かつ現代的な香料組成物にお
ける使用に特に適切である。
　該（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オン混合物は、本明細書で調査され
た混合物の中で最も顕著な複雑さを有しており、かつその自然さ及び放散により特徴づけ
られる。わずかなウッディなアクセントは、透明かつ高められたジャコウの匂いと例外的
に適切に調和する。（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンとの直接的な比較に
おいて、（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オンも、顕著に低い匂いの閾値
を有する。
【００１４】
　他の匂い物質との混合物において、本発明で少量使用される（Ｚ）－７－シクロヘキサ
デセン－１－オンは、香料混合物の強度を増加させ、香料組成物の全体の印象を丸くし、
かつより放散しかつ自然さを与えることができる。より多くの量において、清潔で力強い
ジャコウの匂いが前面に出て、かつ透明なニトロムスクのノートと一緒になる。（Ｅ，Ｚ
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、かつ該組成物は優雅で、高められかつ透明なジャコウの匂いを有する。
【００１５】
　そのため、要約すると、本発明に従う以下の化合物及び混合物は驚くべき匂いの品質を
有する：
　－（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン；
　－（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンと一以上の例えば以下の他の匂い物質又
は芳香剤を含む匂い物質又は芳香剤混合物：
　－（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンと（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１
－オンを含む匂い物質又は芳香剤混合物、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンに
対する（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンの質量割合が、６：１から１：２、好
ましくは４：１から１：１の範囲で好ましく存在する。
－　以下を含む匂い物質又は芳香剤混合物：
（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、
（Ｅ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、
（Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オン、及び
（Ｅ）－８－シクロヘキサデセン－１－オン、
　（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンに対する（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキ
サデセン－１－オンの質量割合が、１０：１から１：１０、より好ましくは５：１から１
：５、さらに好ましくは２：１から１：４の範囲で好ましく存在する。
【００１６】
　本発明に従う好ましい匂い物質又は芳香剤混合物（上述の特徴として）が存在し、該混
合物においては、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンに対する（Ｅ）－７－シク
ロヘキサデセン－１－オンの割合が、５０：１以下、好ましくは１０：１以下であり、な
ぜならばそうでないと該混合物の感覚的な特性は要件を満たさないからである。
　上記で述べたことに密接に関連する本発明の一観点は、ジャコウ匂い物質若しくは芳香
剤としての、又はジャコウ匂い物質若しくは芳香剤混合物としての、先に特徴付けた（Ｚ
）－７－シクロヘキサデセン－１－オン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン
を含む匂い物質若しくは芳香剤混合物の使用である。
【００１７】
　ジャコウの匂いを放出、強化又は変調するための本発明の対応する方法において、先に
特徴付けた（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデ
セン－１－オンを含む匂い物質若しくは芳香剤混合物の感覚的に活性な量が、製品に接触
され又は混合される。
　７－シクロヘキサデセン－１－オンは、公知の１，８－シクロヘキサデカンジオンから
、部分的な還元及び引き続く酸脱水により有利に調製できる（７－シクロヘキサデセン－
１－オン及び８－シクロヘキサデセン－１－オンの混合物が得られる）。８－シクロヘキ
サデセン－１－オンは、公知の１，９－シクロヘキサデカンジオンから同じように得られ
る。１，８／１，９－シクロヘキサデカンジオンの混合物は同じように使用でき、これは
（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オン混合物の調製に対して特に有利であ
る。１，８／１，９－シクロヘキサデカンジオンは、例えばＪ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．１９
６８，３３，４５４１及び米国特許３，９３５，２７０で公知である。
【００１８】
　１，８及び／又は１，９－シクロヘキサデカンジオンの部分的な還元の生成物は、反応
を起こしていない構造（Ｓ１ａ）のジケトン、構造（Ｓ１ｂ）の所望のヒドロキシケトン
、及び構造（Ｓ１ｃ）のジオールを含む混合物である。
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【化２】

　ここでこれらの構造において、出発物質に依存して、（ａ）ｘ及びｙ＝６、又は（ｂ）
ｘ＝５かつｙ＝７である。
【００１９】
　１，８及び／又は１，９－シクロヘキサデカンジオンの部分的な還元は、例えば、金属
水素化合物との反応、又は水素化により行うことができる。
　金属水素化物との反応は、例えば、水素化ホウ素、好ましくは水素化ホウ素ナトリウム
、又はアルミニウム水素化物、好ましくは水素化アルミニウムリチウム又はジイソブチル
アルミニウムヒドリドを用いて行うことができる。有利には、シクロヘキサデカンジオン
の量に対して計算された０．３０－０．７５モル当量が使用される。水素化ホウ素の場合
において、該反応は、任意で水、プロトン性溶媒、例えばエタノール、メタノール又はイ
ソプロパノール中で好ましく行われる。アルミニウム水素化物の場合において、該反応は
、非プロトン性の溶媒、例えばジエチルエーテル、テトラヒドロフラン又はトルエン中で
好ましく行われる。
【００２０】
　水素化のためには、水素を用いた触媒的な水素化が好ましく、及び一般的には周期表の
第ＶＩＩＩ族、例えばパラジウム、ニッケル又は白金からの水素化触媒の存在下で行われ
る。本発明に従った水素化触媒は、有機又は無機キャリアー材料で支持されても良い。該
水素化触媒は、一のキャリアー材料又はキャリアー材料の混合物を含むことができる。有
利なキャリアー材料として、活性化カーボン、カーボン、酸化アルミニウム、金属酸化物
、シリカゲル、ゼオライト、粘土、粘土粒子又はアモルファスアルミニウムシリケートを
あげることができる。好ましい触媒は、活性化カーボン上のパラジウム、ラネーニッケル
又は白金黒である。水素化は、溶媒、例えばエタノール、イソプロパノール、酢酸エチル
、ヘキサン、シクロヘキサン中で行うことができ、又は溶媒を用いずに、言い換えればバ
ルク反応で行うことができる。典型的には、水素化は、１００，０００Ｐａ（１バール）
から１０，０００，０００Ｐａ（１００バール）の範囲の水素圧力で行われ、温度は通常
は２０から１５０℃の範囲で行われる。１，８及び／又は１，９－シクロヘキサンデカン
ジオンに対する、使用される水素化触媒の質量割合は、０．００００１：１から０．１：
１の範囲である。
【００２１】
　不完全な水素化が、所望の構造（Ｓ１ｂ）のヒドロキシケトンを形成させるために必要
であるため、１，８及び／又は１，９－シクロヘキサデカンジオンに対する計算で、理論
上の２０－７０％の水素の取り込みが好ましく、これにより二つのケトン基の完全な水素
化は起こらない。
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　特に好ましいのは、水素化触媒としてのラネーニッケルの存在下で、任意で塩基、例え
ばアルカリ金属水酸化物、例えば水酸化ナトリウム、又はアルカリ金属アルコレート、例
えばナトリウムメタノレートの触媒量（通常は１，８及び／又は１，９－シクロヘキサデ
カンジオンに対して、０．０５から５質量％）の存在下における触媒的な水素化である。
好ましくは、該水素化は、１００，０００Ｐａ（１バール）から５，０００，０００Ｐａ
（５０バール）、特に好ましくは１，０００，０００Ｐａ（１０バール）から２，０００
，０００Ｐａ（２０バール）の範囲の水素圧力で行われる。水素化の間の温度は、典型的
には、２０から１００℃、好ましくは５０から８０℃の範囲である。
【００２２】
　１，８及び／又は１，９－シクロヘキサデカンジオンに対して計算して、理論上の３０
－６０％の水素の取り込みが好ましく、３５－５５％がより好ましい。１，８及び／又は
１，９－シクロヘキサデカンジオンに対して使用される水素化触媒の質量割合は、０．０
００１：１と０．１：１の間であり得、０．００１：１から０．０５：１の割合が好まし
い。水素化の反応時間は、有利には１から５０時間であり、好ましくは６から１５時間で
ある。水素化粗生成物における、所望の構造（Ｓ１ｂ）のヒドロキシケトンのＧＣ含量（
ガスクロマトグラムで得られた含量）は、通常は４０から７０％の範囲である。
【００２３】
　本質的に化合物（Ｓ１ａ）、（Ｓ１ｂ）及び（Ｓ１ｃ）から成る水素化粗生成物は、さ
らなる精製を行わずに、脱離（脱水）反応で使用できる。
　しかしながら、必要な場合には、該粗生成物を通常の方法（蒸留、クロマトグラフィー
加えて結晶化）により精製でき、かつ該精製した構造（Ｓ１ｂ）のヒドロキシケトンを続
く脱水処理において使用できる。
　第二の処理において、該構造（Ｓ１ｂ）のヒドロキシケトンは、酸性条件下において、
当業者に周知の方法により脱水される。適切な酸触媒は、例えば濃硫酸、ｐ－トルエンス
ルホン酸、ベンゼンスルホン酸及び酸イオン交換体（例えば、商業上入手可能なＬｅｗａ
ｔｉｔｅ（登録商標）又はＡｍｂｅｒｌｉｔｅ（登録商標）の範囲から）である。
【００２４】
　１，８及び／又は１，９－シクロヘキサデカンジオンの水素化から得られた粗生成物の
脱水後、結果得られる混合物は、本質的には以下の生成物から成る：
【化３】

　ここで再度、出発物質に依存して、ｘ及びｙ＝６又はｘ＝５かつｙ＝７である。
【００２５】
　純粋な１，９－シクロヘキサデカンジオンを用いて始めると、部分的な還元及び脱水は
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、１，９－シクロヘキサデカンジオン、（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセノン、１，８
－シクロヘキサデカジエン及び１，９－シクロヘキサデカジエンを生じる。
　純粋な１，８－シクロヘキサデカンジオンを用いて始めると、部分的な還元及び脱離は
、１，８－シクロヘキサデカンジオン、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，
Ｚ）－８－シクロヘキサデセノン、１，７－シクロヘキサデカジエン、１，８－シクロヘ
キサデカジエン及び１，９－シクロヘキサデカジエンを生じる。
【００２６】
　従って、１，８及び１，９－シクロヘキサデカンジオン（ＧＣ分析は約１：１の割合を
示した）を用いて始めると、部分的な還元及び続く脱水の後に、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロ
ヘキサデセン－１－オン及び（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセン－１－オンが約３：７
の割合で存在する生成物が得られた。
　加えて、以下の処理を含む代替的な方法が、本発明に従った構造（ＩＩ）の（Ｅ，Ｚ）
－７－シクロヘキサデセン－１－オンを調製するために開発された：
　－　７－オクテンカルボン酸をＮ，Ｏ－ジメチルヒドロキシルアミンと縮合させて、オ
クタ－７－エン酸のメトキシメチルアミドとし、
　－　１－ブロモ－９－デセンを対応するグリニャール化合物に変換し、
　－　オクタ－７－エン酸のメトキシメチルアミドと該グリニャール化合物とを反応させ
て、１，１７－オクタデカジエン－８－オンを与え、
　－　閉環オレフィンの複分解により１，１７－オクタデカジエン－８－オンを（Ｅ，Ｚ
）－７－シクロヘキサデセノンに転化する。
【００２７】
　第一の処理において、７－オクテンカルボン酸［Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．，１９６８，
３３，１５５０－１５５６］とＮ，Ｏ－ジメチルヒドロキシルアミンとの縮合は、オクタ
－７－エン酸のメトキシメチルアミド（Ｗｅｉｎｒｅｂアミド）［Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ，
２０００，１８５２－１８６２］を与える。
　その後、対応するグリニャール化合物に転化された１－ブロモ－９－デセンが、上記Ｗ
ｅｉｎｒｅｂアミドと反応して、１，１７－オクタデカジエン－８－オンを与える。
　本発明の（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン（ＩＩ）は、その後、閉環オ
レフィン複分解において、α，ω－不飽和ジエンである１，１７－オクタデカジエン－８
－オンから調製される。例えば、１，１７－オクタデカジエン－８－オンは、０．５から
１０モル％のＭｏ、Ｗ又はＲｕに基づいた複分解触媒存在下における、０．０１－０．０
０１モル溶液として反応する。有利には、該反応は、ベンジリデン－ビス－（トリシクロ
ヘキシルホスフィン）－ジクロロルテニウム（グラッブス触媒）［Ｓｙｎｔｈｅｓｉｓ，
１９７７，７９２；Ｓｙｎｌｅｔｔ，１９９７，１０１０］の存在下において行われる。
【００２８】
　本発明の方法は、以下の式により記載できる；
【化４】
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【００２９】
　本発明は、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む芳香を発する製品又は先
に特徴付けた（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質若しくは芳香剤
混合物にも関する。
　（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－
１－オン又は（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オンと有利に組み合わせる
ことができる他の通常の香料成分は、例えばＳｔｅｆｆｅｎ Ａｒｃｔａｎｄｅｒ，Ｐｅ
ｒｆｕｍｅ ａｎｄ Ｆｌａｖｏｒ Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，ｐｒｉｖａｔｅ ｐｕｂｌｉｃａ
ｔｉｏｎ，Ｍｏｎｔｃｌａｉｒ，Ｎ．Ｊ．，１９６９；Ｋ．Ｂａｕｅｒ，Ｄ．Ｇａｒｂｅ
，Ｈ．Ｓｕｒｂｕｒｇ，Ｃｏｍｍｏｎ Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　ａｎｄ　Ｆｌａｖｏｒ Ｍａ
ｔｅｒｉａｌｓ，４thＥｄｉｔｉｏｎ，Ｗｉｌｅｙ－ＶＣＨ，Ｗｅｉｎｈｅｉｍ ２００
１において列挙されている。
【００３０】
　特に、以下のものがあげられる：
　自然原材料の抽出物、例えばエッセンシャルオイル、コンクリート、アブソリュート、
樹脂、レジノイド、バルサム、チンキ、例えばアンバーグリスチンキ；アミリス油；アン
ゼリカ種油；アンゼリカ根油；アニス油；吉草油；メボウキ油；ウッドモスアブソリュー
ト；ベイ油；ヨモギ油；ベンゾイン樹脂；ベルガモット油；蜜蝋アブソリュート；バーチ
タール油；クヘントウ油；セイボリー油；ブッコリーフ油（ｂｕｃｃｏ－ｌｅａｆ ｏｉ
ｌ）；カブレウバ油（ｃａｂｒｅｕｖａ ｏｉｌ）；カデ油；ショウブ油；ショウノウ油
；カナンガ油；カルダモン油；カスカリラ油；カシア油；カシアアブソリュート；カスト
リウムアブソリュート；シーダー葉油；シーダー油；キスツス油；シトロネラ油；レモン
油；コパイバ油；コパイババルサム油；コエンドロ油；コスタス根油；クミン油；シプレ
ス油（ｃｙｐｒｅｓｓ ｏｉｌ）；ダバナ油（ｄａｖａｎａ ｏｉｌ）；イノンド油；イノ
ンド種油（ｄｉｌｌｓｅｅｄ ｏｉｌ）；オウデブロウツアブソリュート（ｅａｕ ｄｅ 
ｂｒｏｕｔｓ ａｂｓｏｌｕｔｅ）；オークモスアブソリュート；エレミ油；エストラゴ
ン油；ユーカリシトリオドラ油；ユーカリ油；ウイキョウ油；ファーニードル油；ガルバ
ヌム油；ガルバヌム樹脂；ゲラニウム油；グレープフルーツ油；グアイアク油；ガージャ
ン油；ガージャン含油樹脂油；ヘリクリサムアブソリュート；ヘリクリサム油；ジンジャ
ー油；アイリスルートアブソリュート；アイリスルート油；ジャスミンアブソリュート；
ショウブ油；ブルーカモミール油（ｂｌｕｅ ｃａｍｏｍｉｌｅ ｏｉｌ）；ローマンカモ
ミール油（Ｒｏｍａｎ ｃａｍｏｍｉｌｅ ｏｉｌ）；ニンジン種油；カスカリラ油；松葉
油；スペアミント油；カラウェー油；ラブダナム油；ラブダナムアブソリュート；ラブダ
ナム樹脂；ラバンディンアブソリュート；ラバンディン油；ラベンダーアブソリュート；
ラベンダー油；レモングラス油；ラベージ油；蒸留ライム油；圧縮ライム油；リナロエ油
；リッツァキュベバ油（ｌｉｔｓｅａ ｃｕｂｅｂａ ｏｉｌ）；ベイリーフ油；メース油
；マヨラナ油；マンダリン油；マソイバーク油（ｍａｓｓｏｉ ｂａｒｋ ｏｉｌ）；ミモ
サアブソリュート；アンブレット油；ジャコウのチンキ；クラリセージ油；ニクズク油；
ミルラアブソリュート；ミルラ油；ミルテ油；クローブリーフ油（ｃｌｏｖｅ ｌｅａｆ 
ｏｉｌ）；クローブフラワー油（ｃｌｏｖｅ ｆｌｏｗｅｒ ｏｉｌ）；ネロリ油；オリバ
ナムアブソリュート；オリバナム油；オポパナックス油；オレンジブラッサムアブソリュ
ート；オレンジ油；オリガヌム油；パルマローザ油；パッチュリ油；えの油；ペルーバル
サム油；パセリリーフ油；パセリシード油；プチグレン油；ペパーミント油；コショウ油
；ピメント油；パイン油；ペニローヤル油；ローズアブソリュート；ロジウム油；バラ油
；ロスマリン油；セージ油；スパニッシュセージ油（Ｓｐａｎｉｓｈ ｓａｇｅ ｏｉｌ）
；ビャクダン油；セロリ種子油；ラベンダースパイク油；ジャパニーズアニシード油（Ｊ
ａｐａｎｅｓｅ ａｎｉｓｅｅｄ ｏｉｌ）；スチラックス油（ｓｔｙｒａｘ ｏｉｌ）；
タジェティーズ油（ｔａｇｅｔｅｓ ｏｉｌ）；ファーニードル油；ティーツリー油；テ
レビン油；サイム油；トルーバルサム；トンカアブソリュート；チュベローズアブソリュ
ート；バニラエキス；バイオレットリーフアブソリュート；バーベナ油；ベチバー油；杜
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松子油；ワインリース油（ｗｉｎｅ－ｌｅｅｓ ｏｉｌ）；アブサン油；ウインターグリ
ーン油；イラン油；ヒソップ油；シベットアブソリュート；シナモンリーフ油；シナモン
バーク油；加えて、これらの画分又はこれらから単離された成分；
【００３１】
　炭化水素の群からの個々の匂い物質、例えば３－カレン；α－ピネン；β－ピネン；α
－テルピネン；γ－テルピネン；ｐ－シメン；ビサボレン；カンフェン；カリオフィレン
、セドレン；ファルネセン；リミネン（ｌｉｍｉｎｅｎｅ）；ロンギホレン；ミルセン；
オシメン；バレンセン；（Ｅ，Ｚ）－１，３，５－ウンデカトリエン；
－　脂肪族アルコール、例えばヘキサノール；オクタノール；３－オクタノール；２，６
－ジメチルヘプタノール；２－メチルヘプタノール；２－メチルオクタノール；（Ｅ）－
３－ヘキセノール；（Ｅ）及び（Ｚ）－３－ヘキセノール；１－オクテン－３－オール；
３，４，５，６，６－ペンタメチル－３／４－ヘプテン－２－オールと３，５，６，６－
テトラメチル－４－メチレンヘプタン－２－オールの混合物；（Ｅ，Ｚ）－２，６－ノナ
ジエノール；３，７－ジメチル－７－メトキシオクタン－２－オール；９－デセノール；
１０－ウンデセノール；４－メチル－３－デセン－５－オール；脂肪族アルデヒド及びそ
れら１，４－ジオキサシクロアルケン－２－オン、例えばヘキサナール；ヘプタナール；
オクタナール；ノナナール；デカナール；ウンデカナール；ドデカナール；トリデカナー
ル；２－メチルオクタナール；２－メチルノナナール；（Ｅ）－２－ヘキセナール；（Ｚ
）－４－ヘプテナール；２，６－ジメチル－５－ヘプテナール；１０－ウンデセナール；
（Ｅ）－４－デセナール；２－ドデセナール；２，６，１０－トリメチル－５，９－ウン
デカジエナール；ヘプタナールジエチルアセタール；１，１－ジメトキシ－２，２，５－
トリメチル－４－ヘキセン；シトロネリルオキシアセトアルデヒド；
【００３２】
－　脂肪族ケトン及びこれらのオキシム、例えば２－ヘプタノン；２－オクタノン；３－
オクタノン；２－ノナノン；５－メチル－３－ヘプタノン；５－メチル－３－ヘプタノン
オキシム；２，４，４，７－テトラメチル－６－オクテン－３－オン；脂肪族硫黄含有化
合物、例えば３－メチルチオヘキサノール；３－メチルチオヘキシルアセテート；３－メ
ルカプトヘキサノール；３－メルカプトヘキシルアセテート；３－メルカプトヘキシルブ
チレート；３－アセチルチオヘキシルアセテート；１－メンテン－８－チオール；
－　脂肪族ニトロ、例えば２－ノネンニトリル；２－トリデセネンニトリル（２－ｔｒｉ
ｄｅｃｅｎｅｎｅｎｉｔｒｉｌｅ）；２，１２－トリデセネン－ニトリル（２，１２－ｔ
ｒｉｄｅｃｅｎｅｎｅ－ｎｉｔｒｉｌｅ）；３，７－ジメチル－２，６－オクタジエンニ
トリル；３，７－ジメチル－６－オクテンニトリル；
【００３３】
－　脂肪族カルボン酸及びそれらのエステル、例えば（Ｅ）－及び（Ｚ）－３－ヘキセニ
ルホルメート；エチルアセトアセテート；イソアミルアセテート；ヘキシルアセテート；
３，５，５－トリメチルヘキシルアセテート；３－メチル－２－ブテニルアセテート；（
Ｅ）－２－ヘキセニルアセテート；（Ｅ）－及び（Ｚ）－３－ヘキセニルアセテート；オ
クチルアセテート；３－オクチルアセテート；１－オクテン－３－イルアセテート；エチ
ルブチレート；ブチルブチレート；イソアミルブチレート；ヘキシルブチレート；（Ｅ）
－及び（Ｚ）－３－ヘキセニルイソブチレート；ヘキシルクロトネート；エチルイソバレ
レート；エチル ２－メチルペンタノエート；エチルヘキサノエート；アリルヘキサノエ
ート；エチルヘプタノエート；アリルヘプタノエート；エチルオクタノエート；エチル（
Ｅ，Ｚ）－２，４－デカジエノエート；メチル２－オクチノエート；メチル２－ノニノエ
ート；アリル－２－イソアミルオキシアセテート；メチル－３，７－ジメチル－２，６－
オクタジエノエート；
－　非環式テルペンアルコール、例えばシトロネロール；ゲラニオール；ネロール；リナ
ロール；ラバンジュロール；ネロリドール；ファルネソール；テトラヒドロリナロール；
テトラヒドロゲラニオール；２，６－ジメチル－７－オクテン－２－オール；２，６－ジ
メチルオクタン－２－オール；２－メチル－６－メチレン－７－オクテン－２－オール；
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２，６－ジメチル－５，７－オクタジエン－２－オール；２，６－ジメチル－３，５－オ
クタジエン－２－オール；３，７－ジメチル－４，６－オクタジエン－３－オール；３，
７－ジメチル－１，５，７－オクタトリエン－３－オール；２，６－ジメチル－２，５，
７－オクタトリエン－１－オール；及びこれらのフォルメート、アセテート、プロピオネ
ート、イソブチレート、ブチレート、イソバレレート、ペンタノエート、ヘキサノエート
、クロトネート、チグリネート、３－メチル－２－ブテノエート；
【００３４】
－　非環式テルペンアルデヒド及びケトン、例えばゲラニアール；ネラール；シトロネラ
ール；７－ヒドロキシ－３，７－ジメチルオクタナール；７－メトキシ－３，７－ジメチ
ルオクタナール；２，６，１０－トリメチル－９－ウンデセナール；ゲラニルアセトン；
並びにゲラニアール、ネラール、７－ヒドロキシ－３，７－ジメチルオクタナールのジメ
チル及びジエチルアセタール；
－　環状テルペンアルコール、例えばメントール；イソプレゴール；アルファ－テルピネ
オール；テルピネオール－４；メンタン－８－オール；メンタン－１－オール；メンタン
－７－オール；ボルネオール；イソボルネオール；リナロールオキシド；ノポール；セド
ロール；アンブリノール；ベチベロール；グアイオール；及びこれらのフォルメート、ア
セテート、プロピオネート、イソブチレート、ブチレート、イソバレレート、ペンタノエ
ート、ヘキサノエート、クロトネート、チグリネート、３－メチル－２－ブテノエート；
【００３５】
－　環状テルペンアルデヒド及びケトン、例えばメントン；イソメントン；８－メルカプ
トメンタン－３－オン；カルボン；カンファー；フェンコン；アルファ－イオノン；ベー
タ－イオノン；アルファ－ｎ－メチルイオノン；ベータ－ｎ－メチルイオノン；アルファ
－イソメチルイオノン；ベータ－イソメチルイオノン；アルファ－イロン；アルファ－ダ
マスコン；ベータ－ダマスコン；ベータ－ダマセノン；デルタ－ダマスコン；ガンマ－ダ
マスコン；１－（２，４，４－トリメチル－２－シクロヘキセン－１－イル）－２－ブテ
ン－１－オン；１，３，４，６，７，８ａ－ヘキサヒドロ－１，１，５，５－テトラメチ
ル－２Ｈ－２，４ａ－メタノナフタレン－８（５Ｈ）－オン；ヌートカトン；ジヒドロヌ
ートカトン；アルファ－シネンサール；ベータ－シネンサール；アセチル化したセダー油
（メチルセドリルケトン）；
－　環状アルコール、例えば４－ｔｅｒｔ．－ブチルシクロヘキサノール；３，３，５－
トリメチルシクロヘキサノール；３－イソカンフィルシクロヘキサノール；２，６，９－
トリメチル－Ｚ２，Ｚ５，Ｅ９－シクロドデカトリエン－１－オール；２－イソブチル－
４－メチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－オール；
【００３６】
－　脂環式アルコール、例えばアルファ－３，３－トリメチルシクロヘキシルメタノール
；２－メチル－４－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンタ－１－イル）ブタノー
ル；２－メチル－４－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンタ－１－イル）－２－
ブテン－１－オール；２－エチル－４－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンタ－
１－イル）－２－ブテン－１－オール；３－メチル－５－（２，２，３－トリメチル－３
－シクロペンタ－１－イル）－ペンタン－２－オール；３－メチル－５－（２，２，３－
トリメチル－３－シクロペンタ－１－イル）－４－ペンテン－２－オール；３，３－ジメ
チル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンタ－１－イル）－４－ペンテン－
２－オール；１－（２，２，６－トリメチルシクロヘキシル）ペンタン－３－オール；１
－（２，２，６－トリメチルシクロヘキシル）ヘキサン－３－オール；
－　環式及び脂環式エーテル、例えばシネオール；セドリルメチルエーテル；シクロドデ
シルメチルエーテル；（エトキシメトキシ）シクロドデカン；アルファ－セドレンエポキ
シド；３ａ，６，６，９ａ－テトラメチル－ドデカヒドロナフト［２，１－ｂ］フラン；
３ａ－エチル－６，６，９ａ－トリメチルドデカヒドロ－ナフト［２，１－ｂ］フラン；
１，５，９－トリメチル－１３－オキサビシクロ［１０．１．０］トリデカ－４，８－ジ
エン；ローズオキサイド；２－（２，４－ジメチル－３－シクロヘキセン－１－イル）－
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５－メチル－５－（１－メチルプロピル）－１，３－ジオキサン；
【００３７】
－　環状ケトン、例えば４－ｔｅｒｔ．－ブチルシクロヘキサノン；２，２，５－トリメ
チル－５－ペンチルシクロペンタノン；２－ヘプチルシクロペンタノン；２－ペンチルシ
クロペンタノン；２－ヒドロキシ－３－メチル－２－シクロペンテン－１－オン；３－メ
チル－シス－２－ペンテン－１－イル－２－シクロペンテン－１－オン；３－メチル－２
－ペンチル－２－シクロペンテン－１－オン；３－メチル－４－シクロペンタデセノン；
３－メチル－５－シクロペンタデセノン；３－メチルシクロペンタデカノン；４－（１－
エトキシビニル）－３，３，５，５－テトラメチルシクロヘキサノン；４－ｔｅｒｔ．－
ペンチルシクロヘキサノン；５－シクロヘキサデセン－１－オン；６，７－ジヒドロ－１
，１，２，３，３－ペンタメチル－４（５Ｈ）－インダノン；９－シクロヘプタデセン－
１－オン；シクロペンタデカノン；シクロヘキサデカノン；
－　脂環式アルデヒド、例えば２，４－ジメチル－３－シクロヘキセンカルバルデヒド；
２－メチル－４－（２，２，６－トリメチル－シクロヘキセン－１－イル）－２－ブテナ
ール；４－（４－ヒドロキシ－４－メチルペンチル）－３－シクロヘキセンカルバルデヒ
ド；４－（４－メチル－３－ペンテン－１－イル）－３－シクロヘキセンカルバルデヒド
；
【００３８】
－　脂環式ケトン、例えば１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）－４－ペンテン－１
－オン；１－（５，５－ジメチル－１－シクロヘキセン－１－イル）－４－ペンテン－１
－オン；２，３，８，８－テトラメチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒド
ロ－２－ナフタレニルメチルケトン；メチル－２，６，１０－トリメチル－２，５，９－
シクロドデカトリエニルケトン；ｔｅｒｔ．－ブチル（２，４－ジメチル－３－シクロヘ
キセン－１－イル）ケトン；
－　脂環式アルコールのエステル、例えば２－ｔｅｒｔ．－ブチルシクロヘキシルアセテ
ート；４－ｔｅｒｔ．－ブチル－シクロヘキシルアセテート；２－ｔｅｒｔ．－ペンチル
シクロヘキシルアセテート；４－ｔｅｒｔ．－ペンチルシクロヘキシルアセテート；デカ
ヒドロ－２－ナフチルアセテート；３－ペンチルテトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル
アセテート；デカヒドロ－２，５，５，８ａ－テトラメチル－２－ナフチルアセテート；
４，７－メタノ－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－５又は６－インデニルア
セテート；４，７－メタノ－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ－５又は６－イ
ンデニルプロピオネート；４，７－メタノ－３ａ，４，５，６，７，７ａ－ヘキサヒドロ
－５又は６－インデニルイソブチレート；４，７－メタノオクタヒドロ－５又は６－イン
デニルアセテート；
【００３９】
－　脂環式カルボン酸のエステル、例えばアリル３－シクロヘキシルプロピオネート；ア
リルシクロヘキシルオキシアセテート；メチルジヒドロジャスモネート；メチルジャスモ
ネート；メチル２－ヘキシル－３－オキソシクロペンタンカルボキシレート；エチル２－
エチル－６，６－ジメチル－２－シクロヘキセンカルボキシレート；エチル２，３，６，
６－テトラメチル－２－シクロヘキセンカルボキシレート；エチル２－メチル－１，３－
ジオキソラン－２－アセテート；
－　芳香族炭化水素、例えばスチレン及びジフェニルメタン；
－　アルアリファチックなアルコール、例えばベンジルアルコール；１－フェニルエチル
アルコール；２－フェニルエチルアルコール；３－フェニルプロパノール；２－フェニル
プロパノール；２－フェノキシエタノール；２，２－ジメチル－３－フェニルプロパノー
ル；２，２－ジメチル－３－（３－メチルフェニル）プロパノール；１，１－ジメチル－
２－フェニルエチルアルコール；１，１－ジメチル－３－フェニルプロパノール；１－エ
チル－１－メチル－３－フェニルプロパノール；２－メチル－５－フェニルペンタノール
；３－メチル－５－フェニルペンタノール；３－フェニル－２－プロペン－１－オール；
４－メトキシベンジルアルコール；１－（４－イソプロピルフェニル）エタノール；
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【００４０】
－　アルアリファチックなアルコールと脂肪族カルボン酸のエステル、例えばベンジルア
セテート；ベンジルプロピオネート；ベンジルイソブチレート；ベンジルイソバレレート
；２－フェニルエチルアセテート；２－フェニルエチルプロピオネート；２－フェニルエ
チルイソブチレート；２－フェニルエチルイソバレレート；１－フェニルエチルアセテー
ト；アルファ－トリクロロメチルベンジルアセテート；アルファ，アルファ－ジメチルフ
ェニルエチルアセテート；アルファ，アルファ－ジメチルフェニルエチルブチレート；シ
ンナミルアセテート；２－フェノキシエチルイソブチレート；４－メトキシベンジルアセ
テート；アルアリファチックなエーテル、例えば２－フェニルエチルメチルエーテル；２
－フェニルエチルイソアミルエーテル；２－フェニルエチル１－エトキシエチルエーテル
；フェニルアセトアルデヒドジメチルアセタール；フェニルアセトアルデヒドジエチルア
セタール；ヒドラトロプアルデヒドジメチルアセタール；フェニルアセトアルデヒドグリ
セロールアセタール；２，４，６－トリメチル－４－フェニル－１，３－ジオキサン；４
，４ａ，５，９ｂ－テトラヒドロインデノ［１，２－ｄ］－ｍ－ジオキシン；４，４ａ，
５，９ｂ－テトラヒドロ－２，４－ジメチルインデノ［１，２－ｄ］－ｍ－ジオキシン；
【００４１】
－　芳香族及びアルアリファチックアルデヒド、例えばベンズアルデヒド；フェニルアセ
トアルデヒド；３－フェニルプロパナール；ヒドラトロプアルデヒド；４－メチルベンズ
アルデヒド；４－メチルフェニルアセトアルデヒド；３－（４－エチルフェニル）－２，
２－ジメチルプロパナール；２－メチル－３－（４－イソプロピルフェニル）プロパナー
ル；２－メチル－３－（４－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）プロパナール；３－（４－ｔ
ｅｒｔ．－ブチルフェニル）プロパナール；シンナムアルデヒド；アルファ－ブチルシン
ナムアルデヒド；アルファ－アミルシンナムアルデヒド；アルファ－ヘキシルシンナムア
ルデヒド；３－メチル－５－フェニルペンタナール；４－メトキシベンズアルデヒド；４
－ヒドロキシ－３－メトキシベンズアルデヒド；４－ヒドロキシ－３－エトキシベンズア
ルデヒド；３，４－メチレンジオキシベンズアルデヒド；３，４－ジメトキシ－ベンズア
ルデヒド；２－メチル－３－（４－メトキシフェニル）プロパナール；２－メチル－３－
（４－メチレンジオキシフェニル）プロパナール；
【００４２】
－　芳香族及びアルアリファチックなケトン、例えばアセトフェノン；４－メチルアセト
フェノン；４－メトキシアセトフェノン；４－ｔｅｒｔ．－ブチル－２，６－ジメチルア
セトフェノン；４－フェニル－２－ブタノン；４－（４－ヒドロキシフェニル）－２－ブ
タノン；１－（２－ナフタレニル）エタノン；ベンゾフェノン；１，１，２，３，３，６
－ヘキサメチル－５－インダニルメチルケトン；６－ｔｅｒｔ．－ブチル－１，１－ジメ
チル－４－インダニルメチルケトン；１－［２，３－ジヒドロ－１，１，２，６－テトラ
メチル－３－（１－メチルエチル）－１Ｈ－５－インデニル］エタノン；５’，６’，７
’，８’，－テトラヒドロ－３’，５’，５’，６’，８’，８’－ヘキサメチル－２－
アセトナフトン；
－　芳香族及びアルアリファチックカルボン酸並びにこれらのエステル、例えば安息香酸
、フェニル酢酸；メチルベンゾエート；エチルベンゾエート；ヘキシルベンゾエート；ベ
ンジルベンゾエート；メチルフェニルアセテート；エチルフェニルアセテート；ゲラニル
フェニルアセテート；フェニルエチルフェニルアセテート；メチルシンナメート；エチル
シンナメート；ベンジルシンナメート；フェニルエチルシンナメート；シンナミルシンナ
メート；アリルフェノキシアセテート；メチルサリシレート；イソアミルサリシレート；
ヘキシルサリシレート；シクロヘキシルサリシレート；シス－３－ヘキセニルサリシレー
ト；ベンジルサリシレート；フェニルエチルサリシレート；メチル２，４－ジヒドロキシ
－３，６－ジメチルベンゾエート；エチル３－フェニルグリシデート；エチル３－メチル
－３－フェニルグリシデート；
【００４３】
－　窒素含有芳香族化合物、例えば２，４，６－トリニトロ－１，３－ジメチル－５－ｔ
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ｅｒｔ．－ブチルベンゼン；３，５－ジニトロ－２，６－ジメチル－４－ｔｅｒｔ．－ブ
チルアセトフェノン；シンナモニトリル；５－フェニル－３－メチル－２－ペンテンニト
リル；５－フェニル－３－メチルペンタンニトリル；メチルアンスラニラート；メチルＮ
－メチルアンスラニラート；７－ヒドロキシ－３，７－ジメチルオクタナールとメチルア
ンスラニラートのシッフ塩基；２－メチル－３－（４－ｔｅｒｔ．－ブチルフェニル）プ
ロパナール又は２，４－ジメチル－３－シクロヘキセンカルバルデヒド；６－イソプロピ
ルキノリン；６－イソブチルキノリン；６－ｓｅｃ．－ブチルキノリン；インドール；ス
カトール；２－メトキシ－３－イソプロピルピラジン；２－イソブチル－３－メトキシピ
ラジン；
－　フェノール、フェニルエーテル及びフェニルエステル、例えばエストラゴール；アネ
トール；オイゲノール；オイゲニルメチルエーテル；イソオイゲノール；イソオイゲニル
メチルエーテル；チモール；カルバクロール；ジフェニルエーテル；ベータ－ナフチルメ
チルエーテル；ベータ－ナフチルエチルエーテル；ベータ－ナフチルイソブチルエーテル
；１，４－ジメトキシベンゼン；オイゲニルアセテート；２－メトキシ－４－メチルフェ
ノール；２－エトキシ－５－（１－プロペニル）フェノール；ｐ－クレシルフェニルアセ
テート；
【００４４】
－　複素環式化合物、例えば２，５－ジメチル－４－ヒドロキシ－２Ｈ－フラン－３－オ
ン；２－エチル－４－ヒドロキシ－５－メチル－２Ｈ－フラン－３－オン；３－ヒドロキ
シ－２－メチル－４Ｈ－ピラン－４－オン；２－エチル－３－ヒドロキシ－４Ｈ－ピラン
－４－オン；
－　ラクトン、例えば１，４－オクタノリド；３－メチル－１，４－オクタノリド；１，
４－ノナノリド；１，４－デカノリド；８－デセン－１，４－オリド；１，４－ウンデカ
ノリド；１，４－ドデカノリド；１，５－デカノリド；１，５－ドデカノリド；１，１５
－ペンタデカノリド；シス及びトランス－１１－ペンタデセン－１，１５－オリド；シス
及びトランス－１２－ペンタデセン－１，１５－オリド；１，１６－ヘキサデカノリド；
９－ヘキサデセン－１，１６－オリド；１０－オキサ－１，１６－ヘキサデカノリド；１
１－オキサ－１，１６－ヘキサデカノリド；１２－オキサ－１，１６－ヘキサデカノリド
；エチレン１，１２－ドデカンジオエート；エチレン１，１３－トリデカンジオエート；
クマリン；２，３－ジヒドロクマリン；オクタヒドロクマリン。
【００４５】
　本発明の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサ
デセノン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノンを含む香油は、溶媒に希釈していないか
又は希釈した液体の形態において、香り付与の目的で使用できる。有用な溶媒は、例えば
エタノール、イソプロパノール、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、グリセロー
ル、プロピレングリコール、１，２－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、ジ
エチルフタレート；トリエチルシトレート、イソプロピルミリステート等である。
　（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン
又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノンを含む香油の多くの適用において、製品における
匂い物質の優れた分布、及び使用する間のそれらの制御された放出の両方を提供するキャ
リアー物質に吸収させることが有利である。該キャリアーは、多孔質の無機材料、例えば
ライトサルフェート（ｌｉｇｈｔ ｓｕｌｐｈａｔｅ）、シリカゲル、ゼオライト、せっ
こう、粘土、粒状粘土、ガスコンクリート等、又は有機材料、例えば木、セルロースベー
スの材料、糖又はプラスチック、例えばＰＶＣ、ポリビニルアセテート又はポリウレタン
であり得る。
【００４６】
　他の適用のために、（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－７－シ
クロヘキサデセノン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノンを含む香油については、マイ
クロカプセル化され、スプレードライされて包含複合体又は押し出し成型品の形態とされ
ること、及びこの形態で香りを与えられるべき（出発）製品に添加されることが有利であ
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る。
　この方法で変調された香油の特性は、時にはさらに最適化され、適切な材料、ワックス
状のプラスチック、例えば好ましく使用されるポリビニルアルコールでコーティングされ
ることにより、さらなる目標とする香りの放出を提供する。
【００４７】
　香油は、例えばポリウレタン様の材料又は柔らかいゼラチンから成るカプセル材料を用
いたコアセルベーション法によりマイクロカプセル化できる。スプレードライされた香油
は、例えば香油を含むエマルション又は分散物のスプレードライにより得ることができ、
この目的のために加工デンプン、タンパク質、デキストリン及び植物ガムをキャリアー材
料として使用することができる。包接複合体は、例えば香油の分散物とシクロデキストリ
ン又は尿素誘導体を適切な溶媒、例えば水に導入することにより調製できる。押し出し成
型品は、任意で適切な溶媒、例えばイソプロパノール中で、香油を適切なワックス状材料
と共に溶融させ、続いて押し出し成形し、続いて硬化させることにより得ることができる
。
【００４８】
　本発明の化合物である、（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－７
－シクロヘキサデセノン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノンを含む香油は、濃縮形態
、溶液又は例えば以下のものを調製するための変更したいかなる形態でも使用できる：香
料抽出物、オーデパフューム（ｅａｕｘ ｄｅ ｐａｒｆｕｍ）、オードトワレ、シェービ
ングローション、オーデコロン、プレシェーブ製品、スプラッシュコロン（ｓｐｌａｓｈ
 ｃｏｌｏｇｎｅ）及び香料拭き取り材（ｐｅｒｆｕｍｅｄ ｗｉｐｅ）、同様に芳香性酸
性、アルカリ性又は中性洗剤、例えば床洗剤、窓洗剤、食器洗い洗浄剤、浴槽洗剤及び殺
菌剤、研磨クリーム、固形及び液状トイレ洗剤、粉末及びムースカーペット洗浄剤、液状
洗剤、粉末洗剤、洗濯物前処理製品、例えば、漂白剤、浸漬製品及びシミ除去剤、柔軟剤
、洗濯石けん、洗濯錠剤、消毒薬、硬質表面殺菌剤、同様に液体若しくはゲル状又は固形
キャリアーに適用される空気向上剤、エアロゾルスプレー、ワックス及び光沢剤、例えば
家具光沢剤、フロアーワックス、靴クリーム、同様にトイレタリー用品、例えば固形及び
液状石けん、シャワージェル、シャンプー、ひげそり用石けん、シェービングフォーム、
バスオイル、水中油、油中水、及び水中油中水型の化粧品エマルション、例えば、スキン
クリーム及びローション、フェースクリーム及びローション、日焼け止めクリーム及びロ
ーション、アフターサンクリーム及びローション、ハンドクリーム及びローション、フッ
トクリーム及びローション、脱毛剤クリーム及びローション、アフターシェーブクリーム
及びローション、日焼けクリーム及びローション、ヘアケア製品、例えばヘアースプレー
、ヘアージェル、ヘアローション、ヘアーコンディショナー、持続性の又は半持続性の毛
染め剤、ヘアシェイピング製品例えば、コールドウェービング及び髪クセ取り製品、ヘア
ートニック、ヘアークリーム及びローション、脱臭剤及び発汗抑制剤、例えば脇の下のス
プレー、ロールオン、スティック脱臭剤、クリーム脱臭剤又は装飾用化粧品。
【００４９】
　香油組成物（＝匂い物質混合物）において使用される（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノ
ンの量は、香油組成物の合計量に基づいて計算して、通常は０．００１から７０質量％、
好ましくは０．０５から５０質量％、より好ましくは０．５から２５質量％の範囲である
。
　香油組成物において使用される（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン又は（Ｅ，Ｚ）
－７，８－シクロヘキサデセノンの量は、香油組成物の合計量に基づいて計算して、通常
は０．０１から９０質量％、好ましくは０．１から７０質量％、より好ましくは１から４
０質量％の範囲である。
【００５０】
　本発明の材料と組み合わせることができる添加剤は、例えば以下のものである：
　防腐剤、研磨剤、抗アクネ剤、抗皮膚老化剤、抗菌剤、抗セルライト剤、抗ふけ剤、抗
炎症剤、刺激防止又は阻害剤、抗菌物質、抗酸化剤、収斂剤、発汗抑制剤、殺菌剤、静電
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気防止剤、結合材、緩衝材、キャリアー、キレート剤、細胞刺激物、洗浄剤、治療剤、脱
毛剤、界面活性剤、脱臭剤、発汗抑制剤、柔軟剤、乳化剤、酵素、エッセンシャルオイル
、繊維、フィルム形成剤、固定液、発泡剤、泡安定剤、泡抑制剤、泡促進剤、殺真菌剤、
ゲル化剤、ゲル形成剤、ヘアケア剤、ヘアシェイピング剤、髪クセ取り剤、湿気剤、湿潤
剤、湿潤剤、漂白剤、のり付け剤、シミ除去剤、光学光沢剤、防水剤、シミ防止剤、摩擦
減少剤、潤滑剤、モイスチャークリーム、軟膏剤、曇り剤、可塑剤、乳白剤、光沢剤、つ
や出し剤、ポリマー、粉末、タンパク、リファッティング剤（ｒｅｆａｔｔｉｎｇ ａｇ
ｅｎｔ）、剥離剤、シリコーン、皮膚鎮静剤、皮膚洗浄剤、スキンケア剤、皮膚治癒剤、
皮膚ライトニング剤、皮膚保護剤、皮膚ソフトニング剤、冷却剤、皮膚冷却剤、加熱剤、
皮膚加熱剤、安定剤、ＵＶ吸収剤、ＵＶフィルター、洗濯洗浄剤、織物柔軟剤、懸濁剤、
皮なめし剤、増粘剤、ビタミン、油、ワックス、脂肪、リン脂質、飽和脂肪酸、モノ不飽
和又は多価不飽和脂肪酸、α－ヒドロキシ酸、ポリヒドロキシ脂肪酸、液化剤、染料、色
保護材、顔料、抗腐食剤、フレーバー、フレーバー材料、脱臭材料、ポリオール、界面活
性剤、電解質、有機溶媒又はシリコーン誘導体。
【００５１】
　（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン
及び（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノンは、他のジャコウ匂い物質と共に使用して、さら
なる組み合わせ及び興味ある嗅覚の効果を生成でき；さらにより多面的なジャコウのノー
トが、特に大環状のケトン、特にはジャコウの匂いを有するラクトンとの組み合わせにお
いて得ることができる。ラクトンのうち、１，１５－シクロペンタデカノリド、１１－ペ
ンタデセン－１５－オリド、１２－ペンタデセン－１５－オリド、１，１６－ヘキサデカ
ノリド及びエチレンブラシレート又はこれらの混合物が好ましい。ケトンのうち、ムスコ
ン、シベトン、ムスセノン、シクロペンタデカノン及びシクロヘキサデカノンが有利であ
る。
【００５２】
　（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン
及び（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン化合物、並びに本発明に従った混合物、並びに本
発明の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－７－シクロ－ヘキサデ
セノン及び（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノンを含む匂い物質又は芳香剤混合物（上記で
特徴づけたもの）は、良好な吸収性（基質に対する付着性）及び良好な直接性（相、通常
は水性相から基質上に吸収され、かつ洗浄又は水洗の後に基質上に残る能力）により特徴
づけられる。この効果は、特に基質、例えば皮膚、髪及び織られた繊維（例えば、ウール
、綿、リネン、合成繊維）上で得られる。
　従って、本発明に従って特に好ましい芳香を発する製品は、洗剤、トイレタリー用品及
びケア製品、特にパーソナルケア、化粧品及び家庭用の分野におけるものである。
【００５３】
　組成物の強さを向上し（言い換えれば固定剤として作用し）又は嗅覚の強度を促進する
（言い換えると促進剤として作用する）匂い物質は、香料組成物にとって相当な興味ある
ものでもある。
　高い吸収性を有するだけでなく、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン及び本発明の混合
物は、これらの固定特性によっても特徴づけられる。この種の固定剤は、それらの蒸気圧
を低下させるか、又は臭気の強化により（例えば、閾値を低下させることにより）、他の
匂い物質の強さを増加させる。従ってその結果、本発明は、固定剤としての（Ｚ）－７－
シクロヘキサデセン－１－オン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂
い物質若しくは芳香剤混合物（上記で特徴づけたもの）の使用にも関する。
　さらに、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン及び本発明の混合物は、固定剤としてだけ
でなく、促進剤又は強化剤としても作用し、換言すれば、それらは匂い物質、匂い物質の
混合物及び香料組成物の匂い又は嗅覚を強める。従って結果として、本発明は、匂い物質
又は匂い物質組成物の嗅覚を促進する手段として、（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１
－オン又は（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オンを含む匂い物質混合物（上記で特
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徴づけたもの）の使用にも関する。
【００５４】
　匂い物質組成物における（Ｚ）－シクロヘキサデセノン及び本発明に従った混合物の上
記記載の効果は、特に使用する間の匂いの変化の比較から明白である。
　以下の例は、本発明を説明する；他に述べない限りは、全ての部及びパーセンテージは
、質量による。
【００５５】
例
例１：（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オンの調製
例１．１
　３モル（７５８ｇ）の、１，８及び１，９－シクロヘキサデカンジオン（異性体割合１
：１）の混合物が、３質量％のラネーニッケルが存在する８００ｍｌのイソプロパノール
中で、温度８０℃及び水素圧力１，０００，０００（１０バール）－２，０００，０００
Ｐａ（２０バール）で水素化された。４０％の理論量の水素を取り込んだ後、水素化を止
め、該反応混合物を触媒から濾過し、溶媒を除去した。２３％の８－／９－ジヒドロキシ
シクロヘキサデカン、５３％の８－／９－ヒドロキシシクロヘキサデカノン及び２３％の
１，８－／１，９－シクロヘキサデカンジオンの組成物（ＧＣ含量）を有する、７５８ｇ
の粗生成物を得た。この粗生成物は、精製することなく続く脱水処理において使用された
。
【００５６】
例１．２
　攪拌機、内部温度計、水分離器及びマントルヒーターを有する２－リットル三ツ口フラ
スコ中に、６００ｇのトルエン中の例１．１．で得た混合物を負荷し、かつ２０ｇの濃硫
酸を添加した。該混合物を、水が形成しなくなるまで（分離された水の容積：約６２ｍｌ
）、攪拌を続けながら水分離器で沸点まで加熱した。室温まで冷却した後、２５０ｇの水
、５ｇのＡｃＯＨ及び１５ｇのＮａＣｌを添加し、攪拌し及び該相を分離した。該有機相
を、注意しながら２５０ｍｌの飽和ＮａＨＣＯ3溶液を添加することにより中和し、結果
得られた混合物を、良好な相分離のため７０℃まで加熱し、その後はさらに６００ｇのト
ルエンを添加して、該相を再度分離した。トルエンを除去した後、ＧＣ含量で２２％のシ
クロヘキサデカジエン、５３％の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセン－１－オン及
び２２％の１，８／１，９－シクロヘキサデカンジオンを有する５７４ｇの粗生成物を得
た。７プレートのＳｉｅｇｗａｒｔカラムでの蒸留後、２５２ｇの（Ｅ，Ｚ）－７，８－
シクロヘキサデセン－１－オン（Ｂ．Ｐ．１１７－１２０℃、４０，０００Ｐａ（０．４
バール））が得られ、これは以下の組成物を有していた（ＧＣ）：１９．８％の（Ｅ）－
７－シクロヘキサデセン－１－オン、８．４％の（Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－
オン、４０．６％の（Ｅ）－８－シクロヘキサデセン－１－オン及び３０．５％の（Ｚ）
－８－シクロヘキサデセン－１－オン。
　1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ、ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝１．３０－１．４０１（ｍ
，１４Ｈ）、１．５６－１．７０（ｍ，４Ｈ）、２．００－２．０８（ｍ，４Ｈ）、２．
３２－２．４６（ｍ，４Ｈ）、５．２４－５．３８（ｍ，２Ｈ）。
【００５７】
例２：（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセン－１－オン
１－ブロモ－９－デセン（１０－ブロモ－デカ－１－エン）：
　２５０ｍｌのジクロロメタン中の２０ｇ（０．１４モル）のトリフェニルホスフィンの
溶液を窒素雰囲気下で－１０℃に冷却した。次いで、２２．５３ｇ（０．１４モル）の臭
素を、注意しながら反応混合物が色彩においてちょうど黄色になるまで滴下した。次いで
、少量のトリフェニルホスフィン結晶を、攪拌しながら該黄色の色彩が消滅するまで添加
した。該無色の懸濁液に対して、２０ｇ（０．１２モル）の１０－デセン－１－オール（
供給元：シグマ－アルドリッチ）を添加し、冷却バスを除去し、及び攪拌を２０℃で２時
間継続した。その後、５０ｍｌの飽和ＮａＨＣＯ3溶液を注意しながら添加し、該混合物
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を１００ｍｌのシクロヘキサンで希釈した。該相を分離し、かつ該水性相を５０－ｍｌ部
のシクロヘキサンで３回抽出した。該合わせた有機相を、硫酸ナトリウムで乾燥し濃縮し
た。該残渣をシクロヘキサンに溶解し、４℃に冷却した。該沈殿したトリフェニルホスフ
ィンオキシドを濾取し、該濾過残渣を少量のシクロヘキサンで洗浄し、かつ濾液を再度濃
縮した。結果得られた残渣のカラムクロマトグラフの画分が、淡黄色の油として２４ｇ（
０．１１モル）の１－ブロモ－９－デセンを与えた。
【００５８】
　1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝１．３０－１．４６（ｍ、
１０Ｈ）、１．８２－１．８９（ｍ，２Ｈ）、２．００－２．０８（ｍ，２Ｈ）、３，４
０５（ｔ，Ｊ＝６，８７Ｈｚ、２Ｈ）、４．９３（ｄｄｔ，Ｊ＝１０．１、４．９、２．
２３Ｈｚ，１Ｈ）、４．９９（ｄｄｔ，１７．１，４．９，２．１８Ｈｚ，１Ｈ）、５．
８（ｄｄｔ，１７．１，１０．１，６．５６Ｈｚ，２Ｈ）。
　13Ｃ－ＮＭＲ（１０１ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝２８．１６，２８．７２
，２８．８７，２９．００，２９．２７，３２．８３，３３．７７，３４．００，１１４
．１９，１３９．１３。
【００５９】
７－オクテン酸のメトキシメチルアミド
　１．１０ｇ（７．７３ミリモル）の７－オクテン酸［Ｊ．Ｏｒｇ．Ｃｈｅｍ．，１９６
８，３３，１５５０－１５５６］を３５ｍｌのジクロロメタン中に溶解し、０℃に冷却し
た。次いで、１．７５ｍｌ（１０．０５ミリモル）のエチル－ジイソプロピルアミン、９
３５ｍｇ（９．６ミリモル）のＮ，Ｏ－ジメチルヒドロキシルアミンハイドロクロライド
及び１．６３ｇ（８．５０ミリモル）のＮ，Ｎ－ジシクロヘキシルカルボジイミドを添加
した。その後、該負荷を０℃に冷却し、触媒品質のＮ，Ｎ－ジメチルアミノピリジンを添
加した。該反応混合物を室温で一晩攪拌した。該沈殿したウレア誘導体を濾取し、濾液を
濃縮した。該残渣をペンタンに溶解させ、沈殿した全てのウレア誘導体を再度濾取した。
該有機相を０．５Ｍの塩酸で２回、及び飽和ＮａＨＣＯ3溶液で１回洗浄し、乾燥して濃
縮した。カラムクロマトグラフの画分が、１ｇ（５．４１ミリモル）のオクタ－７－エン
酸のメトキシメチルアミドを与えた。
【００６０】
　1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝１．３１－１．４７（ｍ，
４Ｈ）、１．６４（ｑ，Ｊ＝７．４６Ｈｚ，２Ｈ）、２．０５（ｄｔ，Ｊ＝６．８１，１
．３８Ｈｚ，２Ｈ）、２．４１（ｔ，７．５８Ｈｚ，２Ｈ）、３．１７（ｓ，３Ｈ）、３
．６８（ｓ，３Ｈ）、４．９３（ｄｄｔ，Ｊ＝１０．１６，２．１，１．２３Ｈｚ，１Ｈ
）、４．９９（ｄｄｔ，Ｊ＝１７．１，２．１，１．５Ｈｚ，１Ｈ）、５．８０（ｄｄｔ
，Ｊ＝１７．０１，１０．１，６．７Ｈｚ，１Ｈ）。
　13Ｃ－ＮＭＲ（１０１ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝２４．４８，２８．７０
，２８．９２，３１．８６，３２．２１，３３．６３，６１．２０，１１４．３２，１３
８．９７，１７４．６９。
【００６１】
１，１７－オクタデカジエン－８－オン
　グリニャール溶液を、窒素環境下で、２．１５ｇ（８．５３ミリモル）の１０－ブロモ
デカ－１－エン及び２４９ｍｇ（１０．２２ミリモル）のマグネシウム粉末から、２０ｍ
ｌのジエチルエーテル中で調製した。該新しいグリニャール溶液を、Ｎ2雰囲気下の０℃
で、７９０ｍｇ（４．２６ミリモル）のオクタ－７－エン酸のメトキシメチルアミドと１
０ｍｌのジエチルエーテルの溶液に、ゆっくりと滴下して加えた。次いで攪拌を２０℃で
一時間継続した。該負荷をＮＨ4Ｃｌ溶液で慎重に急冷し、次いでジエチルエーテルで２
回抽出した。該有機相を再度水で洗浄し、乾燥し及び濃縮した。カラムクロマトグラフの
画分が、８２０ｍｇ（３．１１ミリモル）のオクタデカ－１，１７－ジエン－８－オンを
与えた。
【００６２】
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　1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝１．２５－１．４４（ｍ，
１４Ｈ）、１．５３－１．６１（ｍ，４Ｈ）、２．０－２．０８（ｍ，４Ｈ）、２．３７
（ｔ，Ｊ＝７，４Ｈｚ，２Ｈ）、２．３８（ｔ，Ｊ＝７．４Ｈｚ，２Ｈ）、４．９２（ｄ
ｄｔ，Ｊ＝１０．２，２．８，１．２Ｈｚ，１Ｈ）、４．９３（ｄｄｔ，Ｊ＝１０．２，
２．８，１．２Ｈｚ，１Ｈ）、４．９８（ｄｄｔ，Ｊ＝１７．１，２．２，１．６Ｈｚ，
１Ｈ）、４．９９（ｄｄｔ，Ｊ＝１７．１，２．２，１．６Ｈｚ，１Ｈ）、５．７９（ｄ
ｄｔ，Ｊ＝１７．１，１０．３，６．７Ｈｚ，１Ｈ）、５．８０（ｄｄｔ，Ｊ＝１７．１
，１０．３，６．７Ｈｚ，１Ｈ）。
　13Ｃ－ＮＭＲ（１０１ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝２３．７１，２３．８８
，２８．６９，２８．７３，２８．９２，２９．０８，２９．２６，２９．３２，２９．
３７，３３．５９，３３．８０，４２．７３，４２．８３，１１４．１５，１１４．３８
，１３８．８６，１３９．１７，２１１．５１。
【００６３】
　（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン／異性体の分離：
　５６０ｍｌのＣＨ2Ｃｌ2中の８２０ｍｇ（３．１１ミリモル）のオクタデカ－１，１７
－ジエン－１７－オン溶液に対して、２０ｍｌのＣＨ2Ｃｌ2に溶解させた２００ｍｇ（０
．２４３ミリモル）のベンジリデン－ビス－（トリシクロヘキシルホスフィン）－ジクロ
ロルテニウム（グラッブス触媒）を添加し、環流下で６－８時間加熱した。室温まで冷却
した後、該反応溶液を１００－ｍｌ部の１Ｎ塩酸で２回洗浄し、Ｎａ2ＳＯ4で乾燥し、短
いシリカゲルカラムで濾過した。溶媒を除去した後、６７０ｇの粗（Ｅ，Ｚ）－７－シク
ロヘキサデセン－１－オン（（Ｅ）：（Ｚ）異性体の割合が、約３：１）を得た。
　３００ｍｇ（ＧＣ純度が約９５％）の（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノンがＨＰＬ
Ｃによって予備的に分離された。９７％を超えるＧＣ純度を有する１７０ｍｇの（Ｅ）－
７－シクロヘキサデセノン、及び９７％を超えるＧＣ純度を有する５５ｍｇの（Ｚ）－シ
クロヘキサデセノン、及び５０ｍｇの（Ｅ，Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン混合画分が
得られた。
【００６４】
　ＨＰＬＣ条件：カラム：Ｓａｐｈｉｒ １１０ Ｓｉ，５μｍ，１２５×２０ｍｍ，溶離
剤：ヘプタン／ｔｅｒｔ．－ブチルメチルエーテル（ｖ／ｖ）９９：０１，流速：２５ｍ
ｌ／分、圧力：４，３００，０００Ｐａ（４３バール）、温度：２０℃、検出：ＩＲ、付
加的検出：２８５ｎｍのＵＶ。
（Ｚ）－７－シクロヘキサデセノン：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝１．２４－１．４０（ｍ，１
４Ｈ）、１．５４－１．７０（ｍ，４Ｈ）、１．９９－２．０７（ｍ，４Ｈ）、２．３９
（ｔ，Ｊ＝６，３Ｈｚ，２Ｈ）、２．４１（ｔ，Ｊ＝６，３Ｈｚ，２Ｈ）、５．２６－５
．３８（ｍ，２Ｈ）。
13Ｃ－ＮＭＲ（１０１ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝２３．４４，２４．４３，
２６．８５，２７．００，２７．０１，２７．６８，２７．９３，２８．０６，２８．４
８，２８．６８，２９．２５，４１．７８，４２．００，１３０．０７，１３０．１５，
２１２．３６。
ＩＲ（ｃｍ-1）：２９９７，２９２５，２８５３，１７０７，１４５９，１４３９，１４
０４，１３６９，１２０７，８４４，７１８。
【００６５】
（Ｅ）－７－シクロヘキサデセノン：
1Ｈ－ＮＭＲ（４００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝１．１６－１．４０（ｍ、１
４Ｈ）、１．６０－１．６５（ｍ，４Ｈ）、１．９８－２．０６（ｍ，４Ｈ）、２．３６
－２．４４（ｍ，４Ｈ）、５．２２－５．３１（ｍ，２Ｈ）。
13Ｃ－ＮＭＲ（１０１ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3）：δ（ｐｐｍ）＝２３．７１，２４．２１，
２６．５３，２７．２３，２７．７７，２８．１２，２８．２９，２８．３１，２９．１
０，３１．９６，３２．４８，４２．１３，４２．５９，１３０．９２，１３１．０８，
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ＩＲ（ｃｍ-1）：２９８１，２９２５，２８５１，１７０９，１４５７，１４３３，１３
６３，１２６２，１２１０，１１６４，１１３２，１１０３，１０５２，９６４。
【００６６】
例３
　以下の香油は、実際の適用において使用され、幅広い種類の化粧製品を賦香する。

組成物
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【表２】

ＢＡ＝ベンジルアルコール、ＩＰＭ＝イソプロピルミリステート、ＤＥＰ＝ジエチルフタ
レート
【００６７】
ａ）５５質量部の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン（例１．２の組成物：合計
香油：７００質量部）の添加は、組成物に対して、既存の大環状ジャコウ匂い物質では得
ることができないわずかな催情性、透明なニトロムスクのノートを付与した。全体の組成
物は、自然さと放散を獲得し、かつより丸くより優雅であった。
ｂ）３５５質量部の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン（例１．２の組成物：使
用された合計香油：１０００質量部）の添加は、結果として組成物の明らかにかなりの調
和を生じた。加えて、（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノンは、ジャコウアンブレ
ットを暗示する効果を生成し、かつ該組成物は優雅さ、高められた、及び透明なジャコウ
の匂いを有していた。ここで特に、（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノンの価値あ
る特性は、通常の大環状ジャコウ匂い物質を有する組成物との比較により明らかである。
（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノンは、顕著な放散を付与し、かつこの組成物の
強さを増加させた。
【００６８】
例４から６：適用の例
　以下で述べる比較試験において、本発明に従う（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセ
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ノン（例１．２の組成物）は、パーソナルケア及び洗浄製品における、本発明に従わない
（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセノン（組成物：（Ｅ）－８－：（Ｚ）－８－シクロヘ
キサデセノン＝２：１）との比較において、数名の専門家及び３０人の素人の試験官（顧
客試験）により試験され、匂いにおける実質的な差異が決定された。
【００６９】
例４：粉末洗剤
　８０－ｇ部の粉末洗剤（組成：９％　Ｃ12－Ｃ13　直鎖状アルキルベンゼンスルフォネ
ート、１．６％Ｃ14－Ｃ15　Ｎａアルキルエトキシサルフェート（ＥＯ＝０．６）、５．
７％Ｃ12－Ｃ18　アルキルサルフェート、３．３％ポリアクリレート（分子量＝４，５０
０）、２７％アルミノシリケート、０．６％ソディウムシリケート、２８％ソディウムカ
ーボネート、９％ソディウムサルフェート、０．２％光学増白剤、１．８％ポリエチレン
グリコール（分子量＝４，０００）、１％過ホウ酸塩、１．１％酵素（リパーゼ、プロテ
アーゼ、セルラーゼ）、水処方）が、（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン及び（
Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセノンのイソプロピルミリステートの５０％溶液の０．２
ｇと混合され、該粉末洗剤は室温で２４時間保持された。その後、２つのコットンタオル
及び二つの混合織物タオルが別々に、８０－ｇ部の粉末洗剤を用いて４０℃で機械的洗浄
された（メーカー：Ｍｉｅｌｅ）。
【００７０】
　それによって得られた湿った洗濯物が嗅覚試験され、本発明の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シ
クロヘキサデセノン混合物が顕著に優れた匂い強度を与えることが見出された。加えて、
透明なニトロムスクのノートが、より顕著に表れることが見出された。
　その後、個々のタオルは、２４時間並べて乾燥された。専門家調査団による両タオルの
香料評価は、本発明の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン混合物に対する明白で
顕著な香り強度に帰着した。ブラインド評価において、３０人の素人の試験官は、本発明
の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン混合物を有するタオルを顕著に選好した（
ｐ＜０．０５）。
　該濡れたタオルを市販の乾燥機で乾燥した場合、需要の多い“暖かい”ニトロムスクの
ノートが本発明のジャコウ匂い物質で観察され、より少ない量の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シ
クロヘキサデセノンの混合物を使用した場合においてもそれと価値ある調和を生じた。
【００７１】
例５：織物柔軟剤
　４０－ｇ部の織物柔軟剤（３倍濃度、９４％水道水、５．５％第４級エタノールアミン
エステル（エステルクアット、第４級アンモニウムメトサルフェート）、０．２％アルキ
ルジメチル－ベンジルアンモニウムクロライド（Ｐｒｅｖｅｎｔｏｌ（登録商標）Ｒ５０
、バイエルＡＧ）、及び０．３％の青染料溶液）が、ジャコウ匂い物質混合物である（Ｅ
，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン、（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセノン及び５
－シクロヘキサデセノン（（Ｅ）及び（Ｚ）異性体の混合物）のイソプロピルミリステー
ト中の５０％溶液の０．１２ｇと充分に混合され、該柔軟剤は室温で２４時間保持された
。該柔軟剤濃縮物のｐＨは、典型的には２－３の範囲であった。その後、３つのコットン
タオル及び３つの混合織物タオルが、最初に８０ｇの匂いのない標準的な洗剤粉末で、次
いで別々に試験されるべき織物柔軟剤と共に、４０℃で機械洗浄された（機械メーカー：
Ｍｉｅｌｅ）。
　それによって得られた湿った洗濯物が、２４時間並べて乾燥された。乾いたタオルの匂
い評価は、本発明の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン混合物がより優れた香り
強度を有することを示した。加えて、タオルにおけるこのジャコウのノートは、数日の間
、より持続性でかつより著しく、これによりその良好な吸収性が証明された。
【００７２】
　以下の表は、１（＝非常に弱い又は全く好ましくない）から９（＝非常に強い又は非常
に好ましい）の尺度を用いて、織物柔軟剤で処理した後の乾燥したタオルの評価に従った
強度及び選好度の結果を述べる。両方の場合において、統計的な評価が有意であった（ｐ
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【表３】

【００７３】
例６：シャンプー
　３０－ｇ部のシャンプー（２０％Ｐｌａｎｔａｃａｒｅ（登録商標）ＰＳ１０（コグニ
スＧｍｂＨ、Ｎａ－Ｌａｕｒｅｔｈ ｓｕｌｐｈａｔｅ ａｎｄ ｌａｕｒｙｌ ｇｌｙｃｏ
ｓｉｄｅ）、２％塩化ナトリウム、１．３％クエン酸、０．５％Ｄｒａｇｏｃｉｄ（登録
商標）Ｌｉｑｕｉｄ（シムライズＧｍｂＨ＆Ｃｏ．ＫＧ，フェノキシエタノール、メチル
、エチル、プロピル、ブチルパラベンの混合物）、７６．２％水）が、ジャコウ匂い物質
（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘキサデセノン及び（Ｅ，Ｚ）－８－シクロヘキサデセノン
のイソプロピルミリステートの５０％溶液の０．１ｇと充分に混合され、該シャンプーは
室温で２４時間保持された。シャンプーのｐＨは約６であった。
　その後、２０－ｇの髪（天然髪）の入れ毛を、２ｇの水中に泡立てた１ｇの各シャンプ
ーをそれぞれ用い、１分間手によって洗浄した。最後に、両方の髪の入れ毛を、３０℃に
加熱した水で３０秒間別々にリンスした。
【００７４】
　それにより得られた該湿った髪の入れ毛は、中間に設定した電気ヘアドライヤーを用い
て１分間乾燥した。該髪の入れ毛の匂い評価は、本発明の（Ｅ，Ｚ）－７，８－シクロヘ
キサデセノン混合物が、湿った髪及び乾燥した髪のいずれにおいてもより強くなることが
認められ、かつその匂いが好ましいものであることを示した。
　以下の表は、１（＝非常に弱い又は好ましくない）から９（非常に強く又は非常に好ま
しい）の尺度における、乾燥した及び湿った髪入れ毛の評価において得られた強度及び選
好度を述べる。全ての場合において、統計学的な評価が高い有意性であった（ｐ＜０．０
１）。
【００７５】
【表４】
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